
議　　題

利用者 ０名 １．実績報告

利用者家族 ０名 ２．ボランティアについて

地域住民の代表者 ２名 ３．身体拘束について

市職員 １名

地域包括支援センター職員 １名

事業所 ３名

　　　・やすらぎ会館のホームページに記載がある。

３．身体拘束について
　　ベッドからの転落等の事故を防ぐための代替手段について
　　　・動こうとする理由を探し、環境を見直す。

　　グルーホームらく令和６年４月、令和６年５月の主な出来事について報告させていただく。

２．ボランティアについて

　　　・やすらぎ会館のボランティアセンターでマジックの団体が登録している。
　　　・土こね会という陶芸を行うボランティアもある。

　　ボランティアの方を通じ地域との交流を図る事についてご意見をいただきました。
　　　・老人会のメンバーが折り紙や歌など様々な事をやってくださる。

　　　・８月２４日に「連」ですいか割りがある。

　　等のご意見をいただきました。

　　行う予定です。

　　　・市役所基幹型包括のチームオレンジを活用する。

　　現在は市役所基幹型包括のチームオレンジと連絡をとり、ボランティアの詳細について話し合いを

　　等のご意見をいただきました。今後も安易に身体拘束をすることなく、本人の考えや気になる点を

　　　・本人が動こうとする妨げにならないような、家具等の配置にしなければいけない。

　　探し、環境を整備していきたいと思います。

運　営　推　進　会　議　開　催　報　告　書

開催日　　　　令和６年　５月２４日　　１３：３０～１４：３０

ご意見等のまとめ
１．実績報告

出席者


